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研究１研究１研究１研究１ 課題 （別 紙） 

 

課題１ 

 

  (例) 

方   法 食塩水といえる結果 

スプーンですくった液体をフライパンにう

つし、コンロで加熱して水分を蒸発させる。 

食塩が白いつぶとな

って出てくるほうが、食 

塩水である。 

    

研究２研究２研究２研究２ 

 

課題２ 

(例) 

○１とおり目 

 

○２とおり目  

方   法 食塩水といえる結果 

それぞれの液体を、同じ体積だけ計量カッ

プではかりとり、それぞれの重さをはかりで

はかって比べる。 

重いほうが食塩水で

ある。 

方   法 食塩水といえる結果 

それぞれの液体を、同じ体積だけ計量カッ

プではかりとり、それらにそれぞれ同じ量ず

つ食塩をとかしていく。 

先にとけ残りの見ら

れる方が食塩水である。

また、両方ともとけ残っ

た場合、とけ残りの多い

方が食塩水である。 

 

課題１ 

(例) 

○絵本( １ )冊 歴史( ３ )冊  文学( ５ )冊 

○絵本( ２ )冊 歴史( ６ )冊  文学( ２ )冊 

○絵本( ３ )冊 歴史( ３ )冊  文学( ４ )冊   など 

    

研究３研究３研究３研究３    

 

課題２ 

(例) 

１箱に入る「図鑑」の冊数は、４２÷２＝２１ ２１×２＝４２  

 １箱に入る「文学」の冊数は、４２÷３＝１４ １４×２＝２８  

 １箱に入る「図鑑」と「文学」の冊数の差は、４２－２８＝１４ 

 「文学」は５６冊入らなかったので、５６÷１４＝４  

 本箱は４箱ある。 

 ４箱に入る「漢字辞典」の冊数は、 

 ４２÷７＝６ ６×２＝１２ １２×４＝４８  

          

                      漢字辞典（漢字辞典（漢字辞典（漢字辞典（  ４８４８４８４８    ）冊）冊）冊）冊 



 

 

 

 

 

課題１ 

(例) 

てこは、支点の左右でうでをかたむけるはたらき

が等しいとき、つりあう。うでをかたむけるはたら

きは、「おもりの重さ×支点からのきょり」であら

わすことができる。 

 左のうでをかたむけるはたらきは、「１ｇ×３目

もり」となる。右のうでをかたむけるはたらきは、

「写真の重さ×１目もり」となる。 

だから、写真の重さは３ｇである。 

                                                                                写真１枚の重さ写真１枚の重さ写真１枚の重さ写真１枚の重さ        ((((    ３３３３    ))))    ｇｇｇｇ 

 

課題２ 

(例) 

○１円玉２枚とつり合う場合の解答例 

 

 

 

 

 

 

 

○１円玉３枚とつり合う場合の解答例 

 

 

 

    

研究４研究４研究４研究４ 

 

課題３ 

 (例)            

(説明) 

 支点からの距離とおもりの重さで考えるとつ

り合うが、支点からの棒の長さがちがっている。 

だから、支点から右側の棒の重さと、支点から

左側の棒の重さを比べると、左側の方が重いか

ら、左側にかたむき、つり合わない。 

(図) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題１ 

(例) 

１ケースのねだんは、  

  １２０×３０×（１－０．２）＝２８８０    

  ２８８０円で買える１２０円のジュースの本数は、 

  ２８８０÷１２０＝２４  

  ２４本の時に、１本ずつ買っても１ケースで買っても代金は、同じになる。

だから、１ケースで買う方が安くなるのは、２５本から２９本の場合となる。 

  どちらも１ケース目のねだんは同じなので、２ケース買う方が安くなるの

は、 

３０＋２５＝５５  ３０＋２９＝５９  

  ５５本から５９本の場合となる。 

 

              考えられる考えられる考えられる考えられる人数人数人数人数（（（（    ５５５５５５５５、、、、５６５６５６５６、、、、５７５７５７５７、、、、５８５８５８５８、、、、５９５９５９５９    人人人人    ）））） 

    

研究５研究５研究５研究５ 

 

課題２ 

(例) 

１か所ずつ順番に、３人で作業をした場合 

   １２÷３＝４ １８÷３＝６ ２４÷３＝８  

  ４＋６＋８＝１８ １８分間かかることになる。 

  ３か所に分かれて作業をした場合 

  「花だんＡ」を終えた人が「花だんＣ」を手伝うのは１２分後。 

  「花だんＣ」の作業は、 

２４－１２＝１２ １２÷２＝６ １２＋６＝１８ 

１８分間で終わる。  

   「花だんＢ」の作業は１８分間かかるので、全ての作業は１８分間で終わ

ることになる。 

  だから、どちらの進め方でもかかる時間は同じになる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


